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杉戸町議会議員       平成 31 年 1 月発行 

          第 号 

発行元：大橋よしひさ後援会 

事務所：[ 杉戸町内田 3-9-5 / 34-7392 ] 

e-mail：yoshihisa.ohashi.sugito@hotmail.com 

知！  知！ 18 億円 
環境センターの長期施設整備計画にかかわる費用です。 

平成 24 年度から 15 年計画で修繕に取り組んでいます。 

可燃ゴミ処理の広域化の検討が始まりました（Ｐ4 参考）。 

そこで、今回のこのコーナーでは、杉戸町の「環境」に関する

ミニ情報をお届けします。 

大橋よしひさで検索！ 

ホームページ開設!! 

1 

ブログも更新中！ 

 

小・中学校普通教室にエアコン設置決定！！ 
ここ数年の懸案だった小・中学校の普通教室へのエアコン設置がとうとう実現します。 

12月定例会最終日、エアコン設置に関する補正予算が成立しました。総事業費約5億

1200 万円のうち、「ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金」として約 8400 万円が

国より補助されます。この他、ランニングコストが必要となりますが、その部分は計算でき

ていません。また、今回は体育館への設置もされません。 

 気になる今後のスケジュールですが、町としては7月上旬の試験運転開始を目指して

います。ただ、あくまでも希望的観測ですので、残念ながら工事業者の選定、工事中の

授業環境などにより遅れることも考えられます。 

しかし、2 学期からの稼働では効果が薄れてしまう 

ため、早期の稼働が求められます。 

 熱源はガス方式となります。設置される台数は、 

6 小学校で 123 教室、3中学校で 32教室の 

計 155 教室を予定しています。 

特に昨年の夏は酷暑でした。他自治体に比べ 

遅れが出てしまいましたが、今後は快適な学校 

生活を送ることができるようになります。 

【 その他にもいろいろなことが進んでいます！ 】 

① 更なるゴミ処理の広域化を申し入れ！ 

現在、可燃ごみは杉戸町と幸手市で広域化して処理していますが、今後、久喜市と宮代町が久喜市内

に建設を予定している新焼却炉での処理に、杉戸町と幸手市も参加できるかの調査・検討の申し入れを

行いました。昨年 12月末までに方向性がまとまる予定でしたが、延期となっています。 

② 「東口通り線」事業認可下りる（県道部分）！ 

  12 月 28 日に東口通り線の事業認可が下りました。拡幅へさらに一歩前進 

したことになります。ただ、本陣跡交差点から国道までの一部も整備する必要 

が出たため、次の段階としてその部分の事業認可申請を行う予定です。 

③ 「デイケアかわせみ」に指定管理者制度導入！ 

 障がい者生活介護施設「デイケアかわせみ」の管理に指定管理者制度を導入することになりました。委

託先は現在と変わらず、社会福祉法人「杉風会」です。なお、来年度から送迎サービスが開始予定です。 

※ その他の事項はブログをご覧ください。町議会の最新情報を掲載しております。 

 

 

 

 

【 大橋よしひさ（38 歳）プロフィール 】 
・ 杉戸町生まれ。杉中、越谷北高校、明治大学卒。 ・ 家族 妻・長男と 3人暮らし。 

・ 学習塾・向学館塾長。現在満員にて中学生は募集停止。 

・ 消防団（第 2分団）所属、商工会青年部加入、地域の一員としても活動しています。 

 

[快適な環境で勉強ができます！] 

【 町政報告会＆嚥下障害を防ぐ『顔体操』！！ 】 
歳を重ねるにつれ、顔や口の筋肉はどうしても衰えてしまいます。噛んで飲み込む力が衰

えてしまうと、誤嚥を起こす可能性が高くなり、食べる楽しみが減るだけでなく、命を脅かす

危険さえあります。口や顔の筋肉を鍛えることで、 

美味しい食事をとり、健康寿命を 

延ばすことができます。そこで、 

今回は、町政報告に加え講師に 

久米祥子先生を迎え、「嚥下障害 

を防ぐ『顔体操』を行います。 

日  ： 2 月 2日（土） 

時間 ： 午前 10時より正午まで 

場所 ： 中央公民館・研修室 

内容 ： 町政報告と顔体操など 

講師 ： 久米祥子先生 

講義 ： 嚥下障害を防ぐ『顔体操』 

 

 

 

事業認可が下りた東口通り線 



2 3 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

1 

知！約 131 万枚 
平成 29 年度で町民が購入した家庭用町指定ゴミ袋の

数です。金額では約 5,200 万円になります。 

ます。 

図書館で貸し出された本の冊数です。 

知！ 約 207kg 
町民１人当たりが一年で出した可燃ごみの量です。 

（ごみ搬入量÷平成 30 年 4 月 1 日の人口） 

  

 

 

【 安 全 な 町 に ! 一 歩 前 進 ！ 】 
大橋よしひさ町政に問う！ 

〈 東武動物公園駅東口通り線の街路灯と商店街の活性化を 〉 

 

問（大橋）: 防犯灯を増設する考えは。 

答（くらし安全課長）:一定の照度は確保されていると認識している。 

他にも、「教育現場のユニバーサルデザインの取組について」を取り上げました。 

杉戸町では研修などを行っており、進んでいることが確認することができました。 

 6 月議会でも東口通り線の通りの暗さについて指摘し、その結果として通りに防犯灯が 3 基設

置されました。しかし、まだまだ暗い危険な状況が続いています。また、道路の拡幅には「商店街

の活性化」という課題が県から町へと出されており、その解決が必要不可欠です。 

問（大橋）: 道路拡幅については道まちづくり協議会で話し合われている。しかし、そこには商業

活性化に必要な商工会、商工観光課が関係していないが、それでいいのか。 

答（都市施設整備課長）:町づくりの活性化のために検討していく必要があると考える。 

問（大橋）:6月議会でも指摘したが、街路灯の個人管理は限界がある。 

（商店街が街路灯を管理する）宮代町の管理方法を踏まえ、 町で 

参考になることはないのか。 

答（商工観光課長）:各商店の持ち物となっており、管理は各商店にお

願いしている。東口通り線拡幅で改めてという考えの方が多い。 

問（大橋）:商店街の活性化については何か策を考えているのか。 

答（商工観光課長）:東口通り線の事業化を絶好の機会と捉え、中心市街地の活性化を図れるよ

う研究していきたい。 

 

前々回のレポートで町内の危険な箇所を皆さまからお寄せいただき、その声を 22 項目にまとめて

要望書を作成し、それを町に提出したことを前号で報告いたしました。 

今回、その回答があり、要望した事項の中でいくつかの要望が実現しました。実現しなかった要望

は、再調査を行い、粘り強く改善の必要性を訴えていきたいと思います。 

そこで、今回のレポートでは、改善された事項の一部についてご紹介いたします。 

 ① 杉戸 1 丁目地内に反射鏡設置！ 

   （理容室大岡さん近く交差点） 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カインズ、ＡＯＫＩ方向からだと左方向から

来る車が見にくいし、町道から右折すると

きに車が来ていることがあって危ない！ 
 

 ② 県営倉松団地バス停交差点 

     ドット線を引き安全向上！ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 杉小西側に防犯灯設置！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どちらが優先道路か分からないわ。 

両方から車が来ると危ないんだけど…。 

この他、内田 4 丁目内の反射鏡設置、内田 1 丁目内の左向き反射鏡の設置・移設、本

郷地内防犯灯設置などが実現しました。引き続き皆さまからの声をお待ちしています！ 

 

杉小の周りが暗い。特に西側。 

防犯灯を増やしてほしいんだけど…。 

 

改善！ 

 

改善！ 

 

改善！ 

問（大橋）:「個人の所有」を理由とするのは、思考の停止ではないか。 

所有者不明のものでけがをした場合は、誰が責任をとるのか。 

答（商工観光課）:撤去については、所有者、商工会、行政の三者で考え

ながら研究していくことになると聞いている。 

 

 

 通りに 3 基しか明かりが

ついていない街路灯 


